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落葉広葉樹林の下層植生の組成および現存量韓

　　　　　　＊
片桐　成夫・石井

　＊　　　　　　　　　　　＊

弘・三宅　　登

　　Shigeo　KATAGI趾　］≡［1rosh1Is亘II　and　Noboru1MIYAKE

The　Co血pos1t1on　and－Above　Gromd．B1omass　of　Und－erstory

　　　　　　in　a　Deciduous　Broad－1eav’ed．Forest．

　　　　　　　　は　じ　め　に

　森林生態系内で下層植生は量的にも少なく，質的にも

上層木とは異なった特徴をもっている．そのために，こ

れまでの物質生産の面での研究においては付随的に調査
　　　　　　　　1）2）3）
されるにとどまっている．下層植生の現存量が林分の現
　　　　　　　　　　　　　　　　1）
存量に占める割合は1％前後といわれ，ほとんど無視し

うる程度ではあるが，森林の伐採後の植生の回復にとも

なう物質循環を論ずる場合には最初の数年間で下層植生

は量的にも重要となってくる．また，下層植生の種組成

などの質的な特徴が伐採後の植生に及ぼす影響もかなり

大きいものと考えられる．

　また，下層植生の分布は林分の密度，林内の明るさ，

斜面上の位置によって異なるとともに，同一林分内での

バラツキも大きいが，1時点での現存量は標準地刈取法

によって測定することは調査面積の拡大によって可能で

ある。しかし，植生の回復にともなう現存量の変化は同

一区画において継続的調査を行うことにより検討するこ

とが望ましい。そのためには刈取法以外の方法が必要と

なってくる。

　そこで，本研究では落葉広葉樹林の下層植生の組成・

構造を明らかにし，現存量の変化をとらえるための推定

方法の検討を行った．　　　　　一

　なお，本調査にあたり育林学研究室専攻生田添省嗣君

・神川勇人君の協カを得た．ここに感謝の意を表わす。

　　　　　　　調査地およぴ調査方法

　調査地は島根大学農学部附属三瓶演習林内の4・5林

班の落葉広葉樹林である。調査プロットを斜面下部から

尾根部に分布するように11ケ所に設定した．プロットの

　＊育林学研究室

茸本研究の一部は文部省科学研究費補助金（N0・59480061）によ

　って行われた。

面積は固定試験地として1980年に設定されたP－1，P－2

が20×20mで，他のプロットは斜面下部が15×ユ5m。

尾根部が10×20mである．

　これらのプロットに出現する胸高直径4．8cm以上の

立木を上層木とし，胸高直径48cm未満のものを下層

木とした．上層木についてはプロット内の全個体の樹種

名・胸高直径・樹高を調査した．樹高1m以上の下層木

についてはプロット内の全個体の樹種名・地際直径・樹

高を調査した．樹高1m未満の下層木については各プロ

ット内に5×5mのサブプロットを3～4個ずつ設け，

樹高50cm以上の個体は樹種名・地際直径・樹高を，樹

高50cm未満の個体は樹種ごとに本数のみを調査した．

　なお，本調査では木本植物のみを対象とし，草本・サ

サ等の植生については調査しなかった．

　　　　　　　　緒果およぴ考察

　1．調査地の概況

　調査プロットの上層木の優占種・乾湿度指数・立木密

度・平均胸高直径・平均樹高・林内相対照度などを表一

1および図一1に示した．調査地の三瓶演習林は暖帯落

葉広葉樹林帯に位置しており，斜面下部の湿ったプロッ

　　　　　　表一1　調査地の概要
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ト（P－101，P－201，P－301）ではイヌシデ。ミズキが優

占種となっているが，斜面中部から尾根都にある他のプ

ロットの優占種はすべてコナラであった．これらのプロ

ットを落葉広葉樹林の水分条件を表わす指標である乾湿
　　4）5）
度指数であらわすと93～225となり，調査プロ・シトがや

や乾性側にかたよっている。

　上層木の胸高直径・樹高は水分条件が乾性になるにつ

れて小さくなる傾向がみられた。これとは逆に林分の立

木密度や胸高断面積合計は水分条件の乾性化にともなっ

て大きくなり，谷部では比較的疎で大径木が多く，尾根
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
部では密で小径木が多くなっている。この傾向は前報ま

での一斜面での傾向と同じである。

　これらのプロットの林内相対照度を平均値で比較する

と，斜面下部・中部でややパラツキがあるが，谷部から

尾根部にかけて相対照度が低下している．この傾向は尾

根部ほど立木密度が高く，樹高が低くなるために林内が

暗くなったものと考えられる．

　下層木の総本数をみると，最大の出現本数を示すP－1

が乾湿度指数149とほぼ中間であるが，このプロットが

林道の横に位置し，その影響が下層植生にあらわれたも

の考えられる。そこで、このプロットを除外すると乾湿

度指数の増大につれて下層木本数も増加する傾向がみら

れた。

　2．下層植生の分布

　落葉広葉樹林を構成する樹種の分布を斜面に沿った水

分条件との関係で参た場合上層木を構成する高木種・亜

高木種については斜面上での分布によって類型化が可能

であり，それから林地の水分条件を乾湿度指数として表

わすことが出来ることは既に報告した。そρ際に上層木

から求めた乾湿度指数と下層木から求めた乾湿度指数が
　　　　　　　　　　　　　5）
おおむね一致することを示した．ここでは，各プロット

における樹高ユm．以上の下層木の樹種別出現割合と乾湿

度指数との関係を図一2に示した．

　下層植生として出現した樹種は50種にのぼり，11プロ

ットの平均出現割合が3％以上の樹種はユ5種であった．

これらの比較的出現寧度の高い樹種はクロモジ・ヤマ亨

グイスカグラ・コバノガマズミ・ミヤマガマズミ・ムラ

サキシキブ・ヤブムラサキ・イボタノ．キ．・ヅリノざナ・カ

マツカの低木種とアカシデ・ハクウンボク・リョウブの

高未・亜高木種であった．上層木の優占種であ1ったコナ

ラ・ミズキ・イヌシデの出現頻度はさほど高くなかっ

た．また，出現頻度の高い樹種の中にも全てのプロット

に出現す今樹種がなく・下層植生の分布が種によって異

なるものと考えられる．

図一2に示した16種の分布棒式をみると，高木種・亜
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図一1　上層木の諸項目と乾湿度指数との関係
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A図　クマノミズキ（○），ミズキ（×），ヤマボウシ（㊥）　　1B図　アカシデ

（○），イヌシテ（×），コナラ（㊥）　C図　ハク㌢ンボク（○），エブノキ（㊥）

D図　クロモジ（○），カマツカ（×），イボタノキ（㊧）　E図　ツリバナ（O）

ヤマウグイスカグラ（㊧）　　F図　コバノガマズミ（○），ミヤマガマミズ

（×），ムラサキシキブ（㊥）

図一2　下層木の出現頻度割合と乾湿度指数との関係
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図一5　下層木のDo－H関係
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　　関係

　樹木の胸高

直径と樹高と

の関係につい

ては数多くの

研究がなされ，

1／H＝A／D＋

Bであらわさ

れる関係式が

成立すること

が知られてい
6）

る　下層木の

直径と樹高と

の間にも同様

の関係が成り

立つと考えら
　　　　　7）
れる．田尻ら

は下層の種に

ついてのDo

の頻度分布を

みたところ3

つのタイプに

分けられたと

しており，D。

一Hの関係が

樹種によって

異なることが

考えられる．

そこで。樹高

50c㎜以上の

ものについて地際直径と樹高との関係を数種について

図一5に示した．ミズキ・クマノミズキ・アカシデの高

木種とハクウンボク．・リ．ヨウブの亜高木種はDo，Hが

それぞれ10～ユOOmm，ユOO～700cmとD。，Hの大きい

範囲に分布するが多クロモジ・コバノガマズミの低木種

はDo（3～50㎜m），H（50～300cm）の小さい範囲に分

布している．この関係は1／H：A／D。十Bの式で近似す

ることが可能であり，樹種によって係数A・Bの値が異

なった。しかも，高木種・亜高木種の場合と低木種の場

合とでAの値はO．07，Bの値はO．001を境に分けること

が出来た．
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　そこで，調査した全個体を高木・亜高木・低木種に分

けて関係式を求めると図一6のように低木種が明らかに

異なった関係を示した．それぞれの関係は次のとおりで

ある．

　高木種：1／H＝O．082ユ8／Do＋O．000622

　亜高木種：1／H＝0．07437／Do＋O．000829

　低木種：ユ／H＝O．06556／D。十〇．001966

　これらの式のA・Bの値も樹種ごとにみた場合と同様

の傾向であった．

　5．下層植生の地上部現存量

　森林の地上部現存量の推定は上層木については相対生

長法則によって行われている。下層植生については標準

地を刈取ることによって測定されることが多い．しか

し，標準地刈取法は下層植生のように均一性に欠ける場

合一密度が低いほどバラツキが木きくなる一代表値をう

ることが困難となり，標準地の面積を大きくするか，数

を多くする必要がある．また，標準地刈取法では同一の

場所で継続することは刈取の影響があらわれるために不

可能であり，伐採跡地での植生の回復にともなう現存量

の変化を調べる場合に不適当である．そこで，上層木と

同様に相対生長法則を用いて下層植生の現存量を推定す

る方法として，ΣD；Hを用いる方法について検討する．

　落葉広葉樹林内に2×2㎜の方形区を26個設け，方形

区内の木本植物のD。とHを測定し，非同化部分と同

化部分に分けて重量を測定した．26個の方形区の測定結

果を表一3に示した．方形区内に出現する下層木の本数

は5～160本，地上部の総重量（πτ）は17～2．66329

と予想されたようにかなりバラツキが大きかった．下層

（9／娩2）
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表一3　刈取区の下層植生現存量
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◎

木の本数と総重量との間には明らかな関係はみられなか

った．これは下層木は個体の大きさが小さいために本数

だけでは重量を決めることはないのであろう．

　そこで，個体の大きさと本数の両方を合むものとして

方形区内の下層木のDεHの総和を用いて，同化部重量

および非同化部重量との関係を示したものが図一7であ

る．いずれの場合も個体間でみられるのと同様に相対生

　　　　　長関係がみとめられた。これらの関係は次式

　　　　　　　　　。戸

　　　　　4喝
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103　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Σ：DoH（m㎜2c㎜）

　　　　　　2下層木のΣD．Hと地上部現在量との関係
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図一7

であらわすことが出来た。

　1og豚ム：O．592991og（ΣDζH）一1．4690

1・g肌一〇・9272て1・g（ΣD：H）一2．3014

　1ogπτ＝O．863751og（Σ：D；H）一1．9087

　但し，πエ，πc，wτは単位面積当り同化

部分，非同化部分および合計重量（g／4m2）、

Σ：D；Hは単位面積当りに出現する個体の地

際直径の自乗×樹高の総和（m㎜・・Cm5であ

る．

　非同化部分の重量はΣ：D；Hの増大につれ

て増加し，その傾きは1に近いが，同化部分

の重量の増加はゆるやかである．下層植生に

おいても林分葉量と同様に葉量の上限値が存

在するカ）もしれない。

　この関係式を用いることによって，下層植

生も個体の毎木調査を行うことにより，林分
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の下層植生現存量を推定することが可能となる．この方

法によれば伐採跡地での植生の回復にともなう現存量の

変化といった時問の経過にともなう変化を刈取の影響を

うけることなく調査できる．本調査では木本植物のみを

対象としたが，下層植生の中にはササ類や草本植物が存

在する．これらについては今後検討していきたい．

　　　　　　　　　ま　と　め

　島根大学農学部附属三瓶演習林内の落葉広葉樹林にお

いて下層植生の種組成，出現本数，DrH関係および

地上部現存量について検討した．

　1　下層に出現した樹種は50種にのぼり，クロモジ・

ヤマウグイスカグラ・コバノガマズミ。ミヤマガマズミ

・ムラサキシキブ・ヤブムラサキ・イボタノキ・ツリバ

ナ・カマツカ・アカシデ・ハクウソボク・リョウブの出

現頻度が此較的高かった．

　2．下層木の総本数の増加にともなって樹高の低い個

体は増加するのに対して，樹高1m以上の個体は一定本

数以上に増加しない傾向がみられた．また，下層木の本

数は林内の相対照度に左右される傾向がみられた．

　3　下層木のD。とHとの関係は1／H＝A／D。十Bで

あらわされ，樹種によってA・Bの値が異なった．

　4　下層木の地上部現存量はΣD；Hとの間に両対数

で直線関係が成立し，刈取法を用いずに地上部現存量を

推定することが可能であった．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S固㎜醐ry

　　This　paper　dea1t　with　the　composition　of　species，the　re1ation　between　Do　and　H，and

biomass　of　understory　in　a　deciduous　broad一工eaved　forest，

　　1　The　number　of　tree　spec1es　wh1ch　apPeared1n　samp1mg　P1ots　atta1ned　to　f1fty

spec1es　The　spec1es　wh1ch　the　frequency　were　rather　h1gh　were　as　fo11ow，工吻♂〃α〃炸

ろθZ脇，工・伽〃g伽物θ・，閉・舳舳ブ・s舳，吻㈹㈱冊幼肋，0α肋αゆα切・・5・α，Cα豚

・αゆα榊・脇，工妙伽㈹・肋・〃伽刎，肋o妙舳・・幼伽吻∫，1⊃・〃肋θα〃1・∫α・αれ1αθ桃，C脈

力加〃s　ZακげZoκσ，3妙κακ0ろαss加and　OZθ励吻ろα％伽θ〃クs．

　　2　The　number　of　sma11understory（H＜100cm）1ncreased　w1th　the1ncrease　of　tota1

number　of　understory．But　the　number　of　b1g　understory　became　consta此　The　number

of　understory　depended　on　the　re工at1ve11ght1ntens1ty1n　forest　f1oor．

　　3　There1at1onbetweenDoandHofunderstorywasexpressedasthefo11ow1ng
equat1on，1／H＝A／Do＋B・The　parameter　of　A　and　B　d1ffered　by　tree　spec1e＆

　　4　The　above　ground　b1omass　of　understory　were　ab1e　to　est1mate　by1ogar1thm1c　re－
　　　　　　　　　2gress1on　onΣ：Do．H　w1thout　us1ng　the　c11pP1ng1metho吐


